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①福島県の被害状況①福島県の被害状況
（平成２４年３月８日現在）

高 度◇最高震度 ６強

◇人的被害 死者 １ ９９３人◇人的被害 死者 １，９９３人

その他 ２３５人そ 他

◇住家被害 全壊 ２０，１５４棟

半壊 ６５，３３０棟

部破損 １４８ １８４棟一部破損 １４８，１８４棟
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②県公募による仮設住宅建設概要②県公募による仮設住宅建設概要
◇経緯
○応急仮設住宅を県内に１万６千戸建設することを計画○応急仮設住宅を県内に 万 千戸建設する とを計画

○災害協定に基づきプレハブ建築協会へ要請
→しかし、被災３県の要請が膨大であり、
供給に時間がかかることが判明

○県内事業者から協力できる体制があるので○県内事業者から協力できる体制があるので、
活用願いたいと要望あり
→６千戸について 県内事業者を対象に公募を実施→６千戸について、県内事業者を対象に公募を実施

林業、製材業、設計、工務店の地域産業の応急仮設住宅の

◇応急仮設住宅建設件数 １６，２２６戸

林業、製材業、設計、工務店の
連携体制の確立

地域産業の
活用、活性化

応急仮設住宅の
早期完成

復興住宅供給に
うち、公募木造仮設住宅 ５，７２２戸

復興住宅供給に
繋げる
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②県公募による仮設住宅建設概要

施工：日本ログハウス協会東北支部

②県公募による仮設住宅建設概要

施工：日本ログハウス協会東北支部
場所：本宮市

内外装、構造、断熱材に「ログシェル材」を
採用し、内・外部共にぬくもりのある空間を採用 、内 外部共 くもり ある空間を
実現している。
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②県公募による仮設住宅建設概要

施工：福島県建設業協会 主要な構造要素である落し板をパネル

②県公募による仮設住宅建設概要

施工：福島県建設業協会
場所：いわき市

主要な構造要素である落し板を ネル
化する「板倉工法」により、施工時や解
体時の施工合理化を図っている。
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②県公募による仮設住宅建設概要

施工：三春町復興住宅つくる会

②県公募による仮設住宅建設概要

施工：三春町復興住宅つくる会
場所：三春町

コンクリートべた基礎、外断熱通気工法の気
採用など、温熱環境の向上に努めている。
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

◇ 的◇目的

被災者が良質で低価格な木造住宅をス被災者が良質で低価格な木造住宅をス

ピーディに取得できるよう、県内の林業、
製材業 工務店 設計事務所等が連携し製材業、工務店、設計事務所等が連携し
た「ふくしまらしい住まいづくり」を支
援援
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③復興住宅供給システムプロポーザル

・火災 地震保険だけ
県内企業連携による

概要と今後の取組

・税制優遇、登記等の
情報提供や 代行

火災、地震保険だけ
でなく、健康保険や
生命保険など幅広く

保険
会社

施主

県内企業連携による
「ふくしまの家」住宅再建

家づくりイメージ

・現場への適正な人員配置、
応援体制

・技術力の向上、継承

・適確な現場への搬入
量、搬入時期
・流通量、ルートに
よる ト縮減

情報提供や、代行

行政
書士

銀行 県協定

支援

・資金計画

・長期にわたるメンテナンス
のフォロー体制

・住宅履歴情報の管理
・トラブル対応 工務店

よるコスト縮減

資材
業者

＜金利優遇＞
・住宅性能評価取得住宅
・耐久性、省エネ性が一定
以上の住宅
・「木の香るふくしまの家

ファイナン
シャル

プランナー

資金計画

・県産材安定供給の
体制確保

製材業
設計

事務所

設計
事務所

工務店

工務店工務店

・土地、中古物件等の
掘り起こし、提供

宅建業

・「木の香るふくしまの家
工事共通仕様書」利用住宅
・地元工務店による県産材
使用住宅

・定期的な資材提供に
よる森林保全

・コンペ等によるデザインの
競合
・知識、技術力の向上
・相互チェックによる安全性の山

製材業

設計
事務所

事務所 事務所
製材業

よる森林保全 向上
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

◇募集要件◇募集要件

①「県内で事務所登録している建築設計事務所」、「県
内に本社がある建設業登録事業者」及び「県内の木本社 あ 建設 録事 者」 県
材業者等登録している県産材・地域材の供給を担う
林業・木材産業に携わる事業者」ほかが、それぞれ１
社以上参画している団体とし 単体事業者のみでの社以上参画している団体とし、単体事業者のみでの
参加は不可。

②提供する住宅の性能、保証体制を明確に示せる団体

③定款又は会則等が定められている団体及び新たに連
携される団体にあっては簡単な会則等（名称・目的・
事業内容 構成員 代表者 事務局等）が定められて事業内容・構成員・代表者・事務局等）が定められて
いる団体であること。
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

◇事業 ジ◇事業スケジュール

H23 12～H23.12

H24.01
提案募集期間（56団体の応募）

H24 01 第一次審査会（33団体を選定）H24.01 第 次審査会（33団体を選定）

広報対象団体

H24.02 第二次審査会（8団体を選定）

実施設計等委託候補団体実施設計等委託候補団体
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

◇審査項目◇審査項目
①住宅建設関連分野が合理的に連携した供給システム
②長期にわたり実現可能な連携体制 供給計画の実現性②長期にわたり実現可能な連携体制、供給計画の実現性
③『復興住宅のコンセプト』に合致
④品質等の担保 住宅情報履歴の整備④品質等の担保、住宅情報履歴の整備
⑤県産材・地域材等を積極的に活用
⑥各種申請手続きを代行できる連携体制⑥各種申請手続きを代行できる連携体制
⑦景観や地域風土との調和に配慮
⑧復興住宅促進に波及効果のある先導的な取り組み⑧復興住宅促進に波及効果のある先導的な取り組み
⑨原子力事故及び風評被害への対処手法等

⑩再生可能エネルギー等の積極的な活用⑩再生可能エネルギ 等の積極的な活用
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

事業説明会

審査委員会

審査会
（ヒアリング）

審査会審査会
（講評）
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組
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③復興住宅供給システムプロポーザル
概要と今後の取組

◇今後 方針◇今後の方針

①被災者個人の住宅再建への周知①被災者個人の住宅再建への周知

→仮設住宅集会所等への訪問

→住宅フェアの開催

②災害公営住宅建設に活用②災害公営住宅建設に活用

→市町村、UR機構等への広報

③地域型住宅ブランド化事業の積極的活用

→長期優良住宅等の勉強会開催→長期優良住宅等の勉強会開催
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「ふくしまの家」復興住宅供給システム「ふくしまの家」復興住宅供給システム
プロポーザルの概要と今後の取組

ご静聴ありがとうございました静聴あり う ざ ま
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